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改革改善
の考え方

①問題
点

コンビニ受診化の防止

②改革
提案

必要な医療を受けられる場所および時間の周知を図る。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

飯伊地区包括医療協議会および三師会を中心とした体制により、休日、祝祭日及び夜間における救急医療体制を確保する
ことができた。

総事業費①+② 49,617 47,533 49,107 52,309

350 350

臨時職員所要時間 300 300

一般財源 2,577 2,618 0 3,107

人件費計（千円）② 1,574 1,574

正規職員所要時間

起債

その他 42,983 42,151 45,883 46,386

県支出金 2,483 2,764 1,650 2,816

事業費計（千円）① 48,043 47,533 47,533 52,309 [25特定財源]（県）小児初期救急医療体制整備
事業補助金（1/2）2,483千円
（そ）休日夜間急患診療所使用料42,983千円
[26特定財源]（県）小児初期救急医療体制整備
事業補助金（1/2)1,650千円
（そ）休日夜間急患診療所使用料46,797千円。
うち914千円は一般財源振替。
[27特定財源]（県）小児初期救急医療体制整備
事業補助金（1/2）2,816千円
（そ）休日夜間急患診療所使用料46,386千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　休日夜間急患診療所の管理・運営委託
　　　委託先：飯伊地区包括医療協議会　（指定管理者 ： H26.4.1～ ５年
間）
２　県の小児初期救急医療体制整備事業の実施
３　レセプトオンライン請求事務の実施

１　延べ患者数 １　　　6,176人
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・飯田市東中央通に所在する休日夜間急患診療所の管理運営事業
・休日・祝祭日・夜間の急患（一次医療）の受け入れ医療機関として設置された。
・指定管理者制度により、施設管理と運営を、飯伊地区包括医療協議会へ委託

成果
指標

休日夜間利用者数（患者数） 5800 6176 5800 6000

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

かかりつけ医を持つ市民の割合

飯田市及び下伊那郡の住民（人
口）

164178
意図（どういう状態
にするか）

休日・夜間・祝祭日において、急患（重篤でない程度）が
発生したとき、必要な医療が受けることができる また、電
話医療相談を併せて実施しており、安心感と適切な指示
を与える

目
的

対象（誰・何を） 郡市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 32 医療の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 保健課 H27係等名 健康推進係 H26係等名 健康推進係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S46 終了
事務事業名 休日夜間急患診療所運営事業

会計 一般会計
13 17

事業種別 政策

3 施策№ 32 事業№


